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研究成果の概要（和文）：本研究は、病院に勤務する看護師の職務満足感と労働環境の実態を明らかにし、職務
満足感に影響する要因を明らかにすることを目的とした。1都2県の病院に勤務する看護師を対象に質問紙調査を
行い、790名より有効回答を得た。質問紙は『職場環境、職務内容、給与に関する満足感測定尺度』を使用し
た。『職場環境』『給与』『人間関係』で、特に50歳代と経験年数11～20年目の職務満足感が低かった。『職務
内容』では管理職の方がスタッフよりも満足感が高く、『職務内容』『給与』では専門教育課程修了者で有意に
満足感が高かった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the job satisfaction and the 
working environment of nurses working in hospitals, and to clarify the factors affecting job 
satisfaction. A questionnaire survey was conducted for nurses working in hospitals in Tokyo and two 
prefectures, and valid responses were obtained from 790 people. The questionnaire used the “Job 
Satisfaction ”. 
In the "work environment", "salary" and "interpersonal relationship", job satisfaction was 
especially low in the 50s and 11-20 years of experience. In the “job content”, the managers were 
more satisfied than the staff, and in the “job content” and “salary”, those who completed the 
professional education course were significantly more satisfied. In the future, it will be necessary
 to present work styles that take into consideration the life cycle, to consider support that suits 
readiness, and to train nursing managers who can be role models tailored to their career 
development.

研究分野：看護管理学

キーワード： 働きがい　職務満足

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
看護師の職務満足を高める要因を明らかにしたことにより、今後の看護士の労働環境改善に向けた一助となると
考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
平成 27年の看護職員需給見通しでは看護師が約 1万 5千人不足する見込み 1）となっており、

看護師の定着率向上が重要とされている。社会保障制度改革推進法第 4 条の規定に基づく「法

制上の措置」（平成 25年 8月 21日閣議決定）では『地域における医師、看護職員等の確保およ

び勤務環境の改善等に係る施策』において、医療分野の「雇用の質」向上に向けた取り組みが推

進されている 2）。さらに日本看護協会では、看護職のワークライフバランス推進に向けたワーク

ショップが開催されるなど、看護師の労働環境改善に向けた取り組みがなされている。 

アメリカでは 1970年代に看護師の離職や転職予防、看護師不足解消を解消するために、職務

満足を測定する尺度である Reward/Satisfaction Scale3）や The Index of Work Satisfaction

（IWS）4）などが開発され、看護師の職務満足度を測定してきた。その後、職務満足は全米看護

質指標データベースのひとつとして採択され、重要な看護管理の指標として位置づけられてい

る 5）。職務満足とは、「自分の職務についての評価や職務経験から生じる、心地よい肯定的な感

情の状態 6）」と定義されている。職務満足は職員のパフォーマンスを高め、医療サービスの品質

や患者満足に貢献し 7）、士気や業績の向上につながるとされ、人的資源の活用の課題を検討する

指標としても活用されている。 

Herzberg8）は、動機づけ衛生要因理論（以下、2要因理論とする）において職務満足に影響を

与える要因には、動機づけ要因と衛生要因の 2つがあることを明らかにした。動機づけ要因（満

足感を高める要因）は「達成」「承認」「仕事そのもの」「責任」「昇進」「成長」の 6要因で、職

務行動とその成果の評価に関わる職務内容要因が含まれている。また、衛生要因（不満足感を高

める要因）には「会社の方針と管理」「監督」「給与」「対人関係」「労働条件」「身分」「個人生活」

といった、仕事を遂行する従業員をとりまく職場環境である 10要因が含まれている 8）。加藤 9）

は、看護職における動機づけ要因としては、自律性、看護業務、看護師間の関係、職業的地位が

あり、衛生要因としては、給料、看護管理、看護師－医師関係、労働条件があるとしている。 

これまでに、看護師の職務満足に関する研究は数多く行われ、経験年数や職位、資格、教育背

景、労働条件、労働環境、充実感、バーンアウトなどとの関連が報告されている 10）11）。これら

の先行研究の多くは、Stamps－尾崎翻訳修正版尺度 12）を用いているが、「尺度の使用方法や対

象の選定に問題のあるものが多く、かならずしも研究成果が蓄積されていない問題があった 11）」

と指摘されている。さらに、尾崎翻訳修正版尺度は尾崎らの研究において内的一貫性の確認は行

われておらず、測定尺度そのものの問題を指摘されている 13）ことから、信頼性・妥当性が十分

に検証された尺度を用いて看護師の職務満足と労働環境との関連を明らかにする必要があると

考えた。 
２．研究の目的 
本研究は病院に勤務する看護師の職務満足感と労働環境の実態を明らかにし、職務満足感に影
響する要因を明らかにすることである。 
３．研究の方法 
（1） 調査期間 

本研究は 2019 年 6 月 1日から 7月 31 日に調査を実施した。 

（2） 調査対象 

関東地方の 300 床以上の病院機能評価認定病院のうち、調査の同意の得られた 22 施設の看護

師を対象とした。調査用紙の配布は 1632 名、回収数は 836 名（回収率 51.2％）であった。分析

にはそのうち質問項目のいずれかが無回答であった対象者を除いた 790 名分を使用した（有効

回答率 94.5％） 



（3） 調査内容 

① 基本属性 

 年齢、性別、基礎教育課程の種別、専門教育課程修了の有無、社会人経験の有無、認定資格

の有無、看護師経験年数、現在の病院での勤務年数、職位について尋ねた。 

② 労働環境 

 仕事上のモデルの有無、病床数、病棟の看護職員数、託児所の有無、有給休暇の有無、有給

休暇日数について尋ねた。 

③ 職場環境、職務内容、給与に関する満足感測定尺度  

安達 14）の開発した『職場環境、職務内容、給与に関する満足感測定尺度（以下、満       

足感尺度）』を使用した。この測定尺度は Herzberg8）の 2要因理論に依拠しており、33項目で

「職務内容（9項目）」「職場環境（8項目）」「給与（6項目）」「人間関係（10項目）」の 4つの

下位尺度から成る。「そう思う（私としては満足である）」「どちらかといえばそう思う（私と

してはまあまあ満足である）」「どちらかといえばそう思わない（私としてはやや不満足であ

る）」「そう思わない（私としては不満足である）」の 4件法で測定した。「そう思う」から順に

1点から 4点を配し、得点が高いほど不満足であることを表す。本研究においては、質問文の

「会社」を「病院」、「顧客」を「患者」に置き換えて調査用紙を作成した。 

尺度開発時の下位尺度のα係数は、「職務内容：α＝.83」「職場環境：α＝.85」「給与：α

＝.86」であった。本研究におけるそれぞれのα係数は、職務満足感：α＝.92、職務内容：α

＝.87、職場環境：α＝.81、給与：α＝.88、人間関係：α＝.85 であった。 

（4） 調査手続き 

対象者には所属組織を通して調査用紙を配布した。また、対象者には書面で、研究目的、方法、

倫理的配慮を説明し、承諾が得られた場合には回答するように依頼した。調査用紙は個別郵送方

式で回収した。 

（5） 分析方法 

まず、記述統計により対象者の属性および労働環境を確認した。次に、満足感尺度の 4下位尺

度の Cronbach のα係数を算出し、本研究における尺度の信頼性を検証した。その後、対象者の

属性別（年齢、経験年数、勤続年数）に満足感を比較した。職務満足感を従属変数とし、基本属

性および労働環境を独立変数との関連を強制投入法による重回帰分析にて検証した。分析には

IBM SPSS Statistics Version 24.0 を用いた。なお、有意水準は全て 5％とした。 

（6） 倫理的配慮 

調査対象者には書面で研究目的、方法、倫理的配慮を説明し、自由意思による参加を保証した。

また、調査用紙の返信をもって研究への同意を得ることを記載した。調査への同意は調査用紙の

返信により確認した。調査は無記名自記式としデータは ID で管理され、個人が特定されないよ

うに情報保護を行った。本研究は所属大学倫理審査委員会の承認を得て行った。 

４．研究成果 

（1） 対象者の基本属性 

 表 1に対象者の基本属性を示す。最年少が 21 歳、最年長が 59歳、平均年齢±SD は 36.2±9.5

歳であった。性別は男性が 64 名、女性 726 名であった。基礎教育課程は大学 191 名、短期大学

81 名、3年制専門学校 415 名、その他 103 名で、専門教育課程の修了者は 206 名であった。社会

人経験者は 131 名であった。認定資格の保有者は 50名であった。看護師経験年数は 1年目が 20

名、2～5年が 194 名、6～10 年が 168 名、11～20 年が最も多く 240 名、21～30 年が 133 名、31

年以上が 35名であった。現在の病院での勤続年数は 1年未満が9名、1～5年が最も多く332名、



6～10 年が 193 名、11～20 年が 169 名、21～30 年が 68 名、31年以上が 19 名であった。職位は、

主任（主査・主幹）以上の管理職が 151 名でスタッフナースが 639 名であった。 

（2） 対象者の職場環境 

 対象者の職場環境について述べる。現在の病棟に仕事上のモデルがいると回答したのは 535 名

であった。勤務先の病院の病床数は 300～399 床が 212 名、400～499 床が 172 名、500～599 床が

59 名、600～699 床が 15 名、700～799 床が 18名、800 床以上は 314 名であった。病棟の看護職

員数は 20人未満が 47 名、20～29 人が 264 名、30～39 人が最も多く 310 名、40～49 人が 59 名、

50～59 人が 34 名、60 人が 76 名であった。勤務形態は日勤のみが 89 名、2 交代制が最も多く

563 名、3交代制が 62名、その他が 76名であった。勤務する病院に託児所や保育施設があるか

は、ありが 593 名、なしが 197 名であった。長期休暇の取得ができるのは 698 名で、取得できな

いのは 92 名であった。直近に取得した長期休暇は、最短 2 日で最長 30 日平均は 6.5 日であっ

た。 

（3） 職務満足感および下位尺度の得点とα係数 

 職務満足感および下位尺度の得点とα係数を示す。職務満足感尺度は 33 項目から成り、全て

の項目を加点すると総得点は 33 点～132 点で、各下位尺度の総得点は、「職務内容（9～36 点）」

「職場環境（8～32点）」「給与（6～24点）」「人間関係（10～40 点）」である。得点が高いほど満

足感が低い（不満足）ことを示す。本研究においては、職務満足感の平均±SDは 77.6±13.3 で、

職務内容は 19.88±4.6（α＝.77）、職場環境は 21.0±4.1（α＝.76）、給与は 15.9±3.9（α

＝.83）、人間関係は 20.9±4.4（α＝.75）であった。 

（4） 属性別職務満足感の平均値の比較 

 職務満足感の影響要因として対象者の属性を検討するために、属性別下位尺度の平均値を比

較した。まず、職務満足感は MIN：39、MAX：128、M±SD：77.6±13.3 であった。下位尺度ごと

の平均得点±SD は、職務内容：19.9±4.6、職場環境：21.0±4.1、給与：15.9±3.9、人間関係：

20.9±4.4 であった。年齢 6群、経験年数 6群、勤続年数 6群における下位尺度の平均値を一元

配置分散分析で比較し、下位検定は Tukey 法による多重比較を行った。その結果、年齢 6群では

「職場環境」は群間で有意差があり（F(5,784）=5.37,p＜.001）、多重比較では 1群と 5群が 0.1％

水準で、1群と 3群、1群と 4群が 1％水準で、2群と 5群が 5％水準で有意差があった。「給与」

は群間で有意差があり（F(5,784）=5.46,p＜.001）、多重比較では 1群と 3群が 0.1％水準で、1

群と 5群、2群と 3群が 1％水準で、1群と 4群が 5％水準で有意差があった。「人間関係」は群

間で有意差があり（F(5,784）=5.97,p＜.001）、多重比較では 1群と 3群、1群と 4群が 0.1％水

準で、1群と 5群が 1％水準で有意差があった。また、「職務内容」は 5％水準で有意差がなかっ

た。経験年数 6群では、「職場環境」は群間で有意差があり（F(5,784）=5.08,p＜.001）、多重比

較では 1群と 4群、1群と 5群、1群と 6群、2群と 4群、2群と 5群が 5％水準で有意差があっ

た。「給与」は群間で有意差があり（F(5,784）=5.24,p＜.001）、多重比較では 2群と 4群が 0.1％

水準で、2群と 6群が 5％水準で有意差があった。「人間関係」は群間で有意差があり（F(5,784）

=5.16,p＜.001）、多重比較では 2群と 4群が 0.1％水準で、2群と 3群が 1％水準、2群と 5群、

2群と 6群が 5％水準で有意差があった。また、「職務内容」は 5％水準で有意差がなかった。勤

続年数 6群における職務満足感下位尺度との比較では 5％水準で有意差がなかった。 

 続いて、「職位」「専門教育の有無」「認定資格の有無」「社会人経験の有無」と下位尺度との比

較に対応のないｔ検定を行った。その結果、「職位」と「職務内容」では管理職の方がスタッフ

ナースよりも満足感が高く、0.1％水準で有意差があった。「専門教育課程修了の有無」と「職務

内容」では修了者の方が未修了者よりも満足感が高く 0.1％水準で、「給与」も修了者の方が未



修了者よりも満足感が高く 5％水準で有意差があった。「社会人経験の有無」と「人間関係」は

社会人経験のない方で満足感が高く、5％水準で有意差があった。他の比較では有意差が見られ

なかった。 
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